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【なじょだす】岩手の方言）（
相手の健康を気づかうなど、「いかがですか」の意味。

当院のシンボルツリーのコナラの木は、正面玄関前にそびえ立ち、
訪れる人々に「なじょだす」と語りかけているかのようです。

ご自由にお持ち下さい。
人間を救うのは、人間だ。  Our world. Your move.
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「クリスマスコンサート」
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「クリスマスコンサート」
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軽度認知障害、初期アルツハイマー病
に対する新薬が出ました！

　軽度認知障害、初期アルツハイマー病に対して、有効なお薬が発売されました。
　レカネマブ（レケンビⓇ）、ドナネマブ（ケサンラⓇ）という薬です。共にアルツハイマー病の
治療を目的とした抗アミロイドベータ（Aβ）抗体薬です。お薬の導入には施設基準があり、使
用開始できる病院は限られておりますが、当院は導入が可能です。
　アルツハイマー病では、原因の一つとして脳内に Aβという異常なタンパク質が蓄積し神経細
胞に損傷を与え、脳機能を障害すると考えられています。レカネマブ、ドナネマブは Aβ蛋白の
形成過程の状態にある物質に作用する抗体で、脳からこれらの物質を取り除くことでアルツハイ
マー病の進行を遅らせます。
　図はレカネマブの効果を示したグラフです。プラセボ（偽薬）に比べて明らかに進行を遅らせ
ています。軽度の人ほど長く病気の進行を抑制しています。また軽症者の中には症状が改善する
人がいることも報告されています。早期に診断し早期に治療を導入することが非常に大切です。
　もの忘れが心配な方や、ご家族から「同じ話を繰り返している」とか「大事な約束をよく忘れる」
と指摘される方がおられましたら、かかりつけ医にご相談下さい。「最近のニュース」を的確に答
えられない方は軽度認知障害の可能性があります。ご家族内にもの忘れが気になる方がおられま
したら試してみて下さい。
　レカネマブの治療を希望される場合は、当院ホームページにあるレケンビ専用の診療情報提供
書をかかりつけ医にご記入いただくことで簡単に当院を紹介いただけます。
　お薬は、軽度認知障害、認知症と診断されてもアミロイドによる病態でないと使用できません。
また、いくつかの検査により不適格事項がないかを確認する必要があります。レケンビは２週に
１度の点滴で、ケサンラは１ヶ月に１度の点滴です。付き添い者も必要です。抗体薬には副作用
が出る場合もありますので、患者さんご本人が薬について十分に理解し、御希望される場合には
じめて使用できます。

 脳神経内科　米澤  久司　齋藤あゆみ

特集
　令和６年11月26日（火）院内防火・防災・BCP訓練が行われました。震度６強の直下型地震が発生し、
その後院内で火災が発生したという設定のもと、初期消火、各部署との連携、入院患者さまの避難誘導な
どの訓練を実施しました。

　また、当院は岩手県基幹災害拠点病院に指定されており、東日本大震災規模の大災害が発生した場合で
も医療を継続して提供できるよう、年１回の訓練を実施しております。

災害時でも冷静な行動をとり、患者さんに安心・安全な医療を提供
できるよう、訓練での反省を次に活かし災害への準備・対策を続け
てまいります。

防火・防災・BCP訓練防火・防災・BCP訓練

　令和６年10月31日（木）ホテルメトロポリタンNEW WINGにて盛岡
赤十字病院連携医療機関の集いが開催されました。当日は59名の連携
医療機関の皆さまにご参加いただき、地域医療の発展に向けて有意義な
情報共有・意見交換の機会となりました。今後も各医療機関との連携強
化に取り組み、地域の皆さまへより良い医療を提供できるよう努めてま
いります。

第7回盛岡赤十字病院連携医療機関の
集いを開催しました
第7回盛岡赤十字病院連携医療機関の
集いを開催しました

（防災対策委員会）

久保院長挨拶

医師紹介 坂本診療放射線技師による
3TMRIのご紹介

米澤脳神経内科部長による
レケンビ治療のご案内

に対す
軽度認知障害、初期アルツハイマー病
に対する新薬が出ました！

詳細はこちらから
ご確認ください

る新薬新薬る新薬新薬る新薬新薬新薬
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感染管理認定看護師 吉　宮　　恵
　私は2023年に感染管理認定看護師の資格を取得しました。資格を取得しようと思った大きな
きっかけは新型コロナウイルス感染症の流行でした。
2020年に日本でも新型コロナウイルス感染症が流行し、当院でも感染症対応を行っていまし

た。私自身、感染された方が入院される病棟で勤務したことで、感染対策の重要性を再認識しま
した。その中で、感染症に罹りつらい思いをしている患者さんや慣れない環境で業務を行うス
タッフなど、様々な思いを抱えながら過ごしている姿を目の当たりにし、多くの人が安心できる
環境を整えるには感染対策への詳しい知識と知識を
応用できる対応力が必要であると考えるようになり
ました。現在は手術室に勤務し、部署内の感染対策
からスタッフと一緒に進めています。勉強会も少し
ずつ行い、スタッフ教育にも取り組んでいます。
　感染症は目には見えないものとの戦いで大変では
ありますが、少しでもみなさんの不安を軽減できる
ように対応したり、実践可能な対策を一緒に考えら
れるよう頑張りたいと思っています。

感染管理認定看護師

認定看護師の紹介

した。その中で、感染症に罹りつらい思いをしている患者さんや慣れない環境で業務を行うス
タッフなど、様々な思いを抱えながら過ごしている姿を目の当たりにし、多くの人が安心できるタッフなど、様々な思いを抱えながら過ごしている姿を目の当たりにし、多くの人が安心できる

みなさんの不安軽減のために

ご意見箱からのご意見箱からの声声
※投書の内容は一部変えています（言葉の表現など）

１階自動支払精算機横の掲示板前と各病棟にご意見箱を設置し、
患者さまからの声をいただいております。

投書

医療社会事業部

今日は年に1度の検査で通院致しました。一階の女子トイレを利用させていただきましたが、
バックをかける位置をもう少し、下げていただければ助かります。私も高齢者ですが、私より
もお腰の曲がった方が入ってこられましたので、気になり一筆したためました。 

回答：ご意見をお寄せいただきありがとうございます。 
　　　この度はご不便をおかけし申し訳ございませんでした。既存の荷物掛けについては、
　　　コート等をかける際に必要であるため、低い位置に追加で荷物掛けを設置いたしました。
　　　今後とも、何かお気づきの点がございましたら、お知らせいただけますと幸いです。

投書 待合室の椅子の間隔が狭くて移動しにくい。  

回答：この度はご不便をおかけして申し訳ありません。各外来の椅子を巡回したところ、放射
　　　線外来の椅子の間隔が狭くなっておりました。可能な限りスペースを確保し、椅子の間
　　　隔を広げる対応を致しました。この度は貴重なご意見ありがとうございました。

投書 ひとまず透析室の方々たずさわる方々、20数年いろいろな事がありましたが
感謝の一言でいっぱいです。本当にいろんな事がありましたが私の人生の半分
以上は日赤病院にありますので感動と感謝しかありません。また、これからも
お世話になりますがよろしくお願いします。本当にありがとうございました。

相談

指導

実践
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地域医療連携室地域医療連携室 地域医療連携室よりお知らせ 地域を
結ぼう

　当院は、先代である父、小林泰宏が1979年に開業
し、2006年から私、小林有一が跡を継ぎ院長を務め
ています。主な診療内容は、小児科の一般診療、アレ
ルギー疾患（アトピー性皮膚炎、気管支ぜんそくな
ど）の治療です。また、乳幼児健診、予防接種も積極
的に行なっており、お子様の普段からの健康管理にも
力を入れております。赤十字病院には子どもたちを紹
介する機会も多く、各科に渡って先生方には大変お世
話になっております。いつもありがとうございます。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　当院敷地内を散策してみると様々な植物を目にすることが
できます。
　秋冬に撮影された植物をご紹介します！ぜひ院庭で探して
みてはいかがでしょうか？

小林小児科クリニック
■連携医療機関のご紹介

●〒020-0831 岩手県盛岡市三本柳11地割12-4
●TEL：019-638-0404
●https://kobayashi-kodomo.org/
●診療日（月曜日～土曜日）※土曜12：30まで
　診療時間　午前8：30～12：30　午後14：00～18：00
　休診日　木曜・日曜・祝日

院　長
小林　有一 先生

力を入れております。赤十字病院には子どもたちを紹
介する機会も多く、各科に渡って先生方には大変お世
話になっております。いつもありがとうございます。

●〒020-0831 岩手県盛岡市三本柳11地割12
●TEL：019-638-0404

院　長
小林　有一 先生

（緩和ケア科 旭医師 撮影）

当院敷地内の ・ の紹介当院敷地内の ・ の紹介

秋冬に撮影された植物

ピラカンサヒイラギ野菊

　当院敷地内を散策してみると様々な植物を目にすることが

　秋冬に撮影された植物をご紹介します！ぜひ院庭で探して

の紹介の紹介の紹介の紹介の紹介の紹介の紹介の紹介

冬の逍遥遊庭
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軽度認知障害、初期アルツハイマー病
に対する新薬が出ました！
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　初めまして。１年次研修医の田中泰斗と申します。４月から盛岡赤十字病院で臨床研修をさせて

いただいています。

　臨床研修医としてあっという間に半年以上が経過しております。将来どのような診療科につくべ

きだろうか、患者さんとのコミュニケーションは良好に取れているのだろうか、自分の知識は確か

なものとなっているだろうか、などなど研修医としての苦悩は尽きる暇がありません。ですが、上

級医の先生方を始め看護師さんや薬剤師さんなど多くのスタッフの皆様に支えられ、日々医師とし

ての成長を感じています。

　２年間という短い期間ではございますが、日々楽しく学び、頼れる医師になりたいと考えていま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

研修医
田中　泰斗


